
URのしごと
HAT神戸（神戸東部新都心地区）（兵庫県神戸市）

三軒茶屋地区 （東京都世田谷区）
市川市大洲一丁目地区 （千葉県市川市）

経済講座 第3回
2010年も日本経済は波乱含み
　ベンチャーと世界技術で再成長へ

URからのお知らせ

編集後記

特集対談　　　　　　　    第3回

阪神・淡路大震災から15年
いま改めて学ぶ 安全・安心のまちづくりとは

ジャーナリスト  嶌 信彦

「ものづくり日本大賞」受賞者を訪ねる

岡部 泰民
　

平
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戸
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ば
れ
一
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と
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開
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戸
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人
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す
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ロ
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さ
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。

ま
た
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を
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留
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が
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。
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作家 幸田 真音×神戸親和女子大学 教授 上羽 慶市

再び甦ったハイカラな街 神戸居留地
リードし続ける国際都市の風景

日本のまちかど
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UR都市機構の情報誌 ● ユーアールプレス
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第2回ものづくり日本大賞 経済産業大臣賞受賞
山口県繊維加工協同組合  理事長

山口を日本のミラノにする-
デニムファッションコンテストを通して若手を育成

　　　　　　　タウンスコープ 第3回

1000年の歴史を秘めた絶景−
海の彼方に富士が浮かぶ 立石の海岸

俳優・サイクリスト  鶴見 辰吾

※
1

※
2

※
3

※3 コロニアルスタイル
17・18世紀、イギリスやスペイン、オランダな
どの植民地（＝コロニアル）で流行した建築様式

※1 大輪田泊
現在の神戸港内にあった古代の港で、
日宋貿易の拠点ともなった。

※2 廻船
上方と江戸の消費地を結んだ貨物船

ヨーロッパの街の風景を思わせる 大丸百貨店のカフェテラス（居留地40・41番）

い
と
う
し
ゅ
ん
す
け


